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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第３四半期
連結累計期間

第14期
第３四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自平成27年12月１日
至平成28年８月31日

自平成28年12月１日
至平成29年８月31日

自平成27年12月１日
至平成28年11月30日

売上高 （千円） 10,837,627 10,653,567 14,606,132

経常利益 （千円） 2,481,270 1,593,106 3,662,361

親会社株主に帰属する四半期（当期）純

利益
（千円） 1,396,781 1,078,176 2,287,522

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,366,360 1,091,955 2,270,697

純資産額 （千円） 8,981,042 10,622,737 9,885,378

総資産額 （千円） 35,604,650 39,738,917 36,072,210

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 98.93 76.95 162.33

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 25.2 26.7 27.4

 

回次
第13期

第３四半期
連結会計期間

第14期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年６月１日
至平成28年８月31日

自平成29年６月１日
至平成29年８月31日

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 38.79 △1.34

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第13期第３四半期連結累計期間及び第14期第３四半期連結累計期間並びに第13期の潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、平成29年７月14日開催の取締役会決議に基づき、平成29年９月１日付で普通株式１株につき２株の

割合をもって株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと

仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動は、以下のとおりであります。

 

　（投資運用事業）

　　主要な関係会社の異動はありません。

 

　（投資銀行事業）

　　ファーストブラザーズディベロプメント株式会社につきましては、第１四半期連結会計期間において、重要性が

高まったことから、連結の範囲に含めております。

　　合同会社元住吉レジデンスにつきましては、当第３四半期連結会計期間において、匿名組合出資をしたことか

ら、連結の範囲に含めております。

　　エフビー企業投資株式会社につきましては、当第３四半期連結会計期間において、清算結了したことから、連結

の範囲から除いております。なお、連結の範囲から除外するまでの期間損益は当第３四半期連結財務諸表に含めて

おります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリ

スクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中、緩やかな回復基調が継続し

ております。また、先行きについては、各種政策の効果への期待感がある一方で、海外経済の不確実性の高まり、

金融資本市場の変動が企業、家計のマインドに与える影響など、不透明な要素があります。

　不動産売買市場におきましては、依然として低水準にある資金調達コストやオフィスビル等の賃料上昇への期待

を背景に、国内外の投資家の投資意欲は旺盛であり、不動産の取得競争は激しく流動性の高い状態が継続しており

ます。

　このような事業環境の中、当社グループは、既存の投資案件のバリューアップを行うとともに、当社グループの

投資案件に対する目利きやバリューアップの実績を活かし、十分な投資リターンが見込める投資案件の取得を進め

てまいりました。また、保有する投資案件の一部については、機を捉えた売却も行いました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間においては、自己勘定投資案件（賃貸不動産）の積上げにより、安定

的な収益が拡大したものの、一方で、売却した投資案件の売却利益が少なかったこと等から、売上高10,653,567千

円（前年同四半期比1.7％減）、営業利益1,847,368千円（前年同四半期比32.2％減）、経常利益1,593,106千円

（前年同四半期比35.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,078,176千円（前年同四半期比22.8％減）と

なりました。

　なお、当社グループの四半期業績は、当社グループが手掛ける投資案件の売却を行う時期等により大きく変動す

るため、当社では事業計画を年間で作成し、管理しております。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（投資運用事業）

　投資運用事業につきましては、ファンドの主な投資対象である比較的規模の大きな物件は、当社グループが自己

勘定投資で取得している中小型物件と比べ取得競争が激しく、より過熱感の高い取引環境にあるため、新規の取得

を控える一方、既存案件のアセットマネジメント契約が終了したことにより、受託資産残高は減少し一時的にゼロ

となりました。また、前期に計上した投資案件売却に伴うディスポジションフィー等が当第３四半期累計期間には

なかったことから、売上高は46,045千円（前年同四半期比92.4％減）、営業利益は772千円（前年同四半期比

99.8％減）となりました。

 

（投資銀行事業）

　投資銀行事業につきましては、自己勘定投資案件（賃貸不動産）の積上げにより、安定的な収益が拡大したもの

の、一方で、売却した投資案件の売却利益が少なかったこと等から、売上高は10,643,565千円（前年同四半期比

3.3％増）、営業利益は2,371,231千円（前年同四半期比15.8％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ3,666,706千円増加し、39,738,917千円とな

りました。これは主に、販売用不動産が4,709,145千円増加する一方、現金及び預金が1,001,677千円減少したこと

によるものであります。

 

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ2,929,346千円増加し、29,116,179千円となり

ました。これは主に、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む。）が2,812,467千円増加し、ノンリコース

長期借入金（ノンリコース１年内返済予定長期借入金含む。）が750,000千円増加する一方、未払法人税等が

655,105千円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ737,359千円増加し、10,622,737千円となり

ました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が723,580千円増加したこと

によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,000,000

計 23,000,000

（注）平成29年７月14日開催の取締役会決議により、平成29年９月１日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発行可

能株式総数は23,000,000株増加し、46,000,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年10月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,222,500 14,445,000
東京証券取引所

（市場第一部）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 7,222,500 14,445,000 － －

（注）平成29年７月14日開催の取締役会決議により、平成29年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合もって株式分

割を行い、発行済株式総数が7,222,500株増加し、14,445,000株となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年６月１日～

平成29年８月31日
－ 7,222,500 － 1,589,830 － 1,559,830

（注）平成29年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行い、発行済株式総数が7,222,500株増

加しております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　216,600 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　7,005,000 70,050 －

単元未満株式 　普通株式　　　 900 － －

発行済株式総数 　　　　　　7,222,500 － －

総株主の議決権 － 70,050 －

（注）１．単元未満株式には、当社所有の自己株式が31株含まれております。

２．当社は、平成29年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。発行済株

式につきましては、当該株式分割前の株式数、議決権の数を記載しております。

 

②【自己株式等】

平成29年８月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数(株）

所有株式数

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

ファーストブラザーズ

株式会社

東京都千代田区丸の内

２丁目４番１号
216,600 － 216,600 3.00

計  216,600 － 216,600 3.00

（注）当社は、平成29年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。自己株式等

につきましては、当該株式分割前の自己名義所有株式数、所有株式数合計、発行済株式総数に対する所有株式数

の割合を記載しております。

 

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年６月１日から平

成29年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年12月１日から平成29年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清友監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年11月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,693,711 4,692,034

信託預金 609,013 498,093

売掛金 46,089 30,026

販売用不動産 25,775,835 30,484,981

仕掛販売用不動産 1,115,508 1,151,358

繰延税金資産 374,721 380,842

営業貸付金 458,985 71,985

営業投資有価証券 599,555 487,996

その他 697,487 1,147,815

貸倒引当金 △112,791 △72,270

流動資産合計 35,258,117 38,872,863

固定資産   

有形固定資産 170,198 181,466

無形固定資産 8,879 10,894

投資その他の資産 635,015 673,692

固定資産合計 814,093 866,053

資産合計 36,072,210 39,738,917

負債の部   

流動負債   

短期借入金 860,000 860,000

1年内返済予定の長期借入金 745,140 809,932

ノンリコース１年内返済予定長期借入金 － 7,500

未払法人税等 814,967 159,861

賞与引当金 － 97,941

その他 819,789 505,232

流動負債合計 3,239,896 2,440,467

固定負債   

長期借入金 21,832,386 24,580,061

ノンリコース長期借入金 － 742,500

その他 1,114,549 1,353,150

固定負債合計 22,946,935 26,675,711

負債合計 26,186,832 29,116,179

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,589,830 1,589,830

資本剰余金 1,913,110 1,913,110

利益剰余金 6,664,919 7,388,499

自己株式 △285,698 △285,698

株主資本合計 9,882,162 10,605,743

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,215 16,994

その他の包括利益累計額合計 3,215 16,994

純資産合計 9,885,378 10,622,737

負債純資産合計 36,072,210 39,738,917
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年12月１日
　至　平成29年８月31日)

売上高 10,837,627 10,653,567

売上原価 7,065,660 7,855,711

売上総利益 3,771,967 2,797,855

販売費及び一般管理費 1,046,404 950,487

営業利益 2,725,562 1,847,368

営業外収益   

受取利息 515 196

受取配当金 3,398 1,284

受取賃貸料 3,006 3,006

還付加算金 942 690

デリバティブ評価益 21,553 533

投資有価証券売却益 － 2,729

その他 0 650

営業外収益合計 29,416 9,090

営業外費用   

支払利息 131,710 161,916

支払手数料 117,866 64,179

株式公開費用 4,577 －

デリバティブ評価損 14,405 34,558

その他 5,149 2,699

営業外費用合計 273,708 263,352

経常利益 2,481,270 1,593,106

特別利益   

関係会社清算益 5,499 －

特別利益合計 5,499 －

特別損失   

投資有価証券評価損 50,000 －

関係会社清算損 － 856

特別損失合計 50,000 856

税金等調整前四半期純利益 2,436,770 1,592,249

法人税、住民税及び事業税 1,074,319 527,885

法人税等調整額 △34,330 △13,812

法人税等合計 1,039,989 514,072

四半期純利益 1,396,781 1,078,176

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,396,781 1,078,176
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年12月１日
　至　平成29年８月31日)

四半期純利益 1,396,781 1,078,176

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △30,420 13,778

その他の包括利益合計 △30,420 13,778

四半期包括利益 1,366,360 1,091,955

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,366,360 1,091,955

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　ファーストブラザーズディベロプメント株式会社につきましては、第１四半期連結会計期間において、重要性

が高まったことから、連結の範囲に含めております。

　合同会社元住吉レジデンスにつきましては、当第３四半期連結会計期間において、匿名組合出資をしたことか

ら、連結の範囲に含めております。

　エフビー企業投資株式会社につきましては、当第３四半期連結会計期間において、清算結了したことから、連

結の範囲から除いております。なお、連結の範囲から除外するまでの期間損益は当第３四半期連結財務諸表に含

めております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年12月１日
至 平成28年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年12月１日
至 平成29年８月31日）

減価償却費 187,730千円 225,065千円

のれんの償却額 285 1,147

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年12月１日　至　平成28年８月31日）

　　　　　１．配当金支払額

　　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　　３．株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　　当社は平成28年１月22日開催の取締役会決議に基づき、第１四半期連結会計期間において自己株式

216,600株の取得を行いました。この自己株式の取得及び単元未満株式の買取りにより、当第３四半期連結

累計期間において自己株式が285,698千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が285,698

千円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年12月１日　至　平成29年８月31日）

　　　　　１．配当金支払額

　　　　　　　平成29年１月20日開催の取締役会において、次のとおり決議しております。

　　　　　　　・普通株式の配当に関する事項

　　　　　　　　配当金の総額　　　　　　　 350,293千円

　　　　　　　　１株当たり配当額　　　　　　　　　50円

　　　　　　　　基準日　　　　　　　　平成28年11月30日

　　　　　　　　効力発生日　　　　　　平成29年２月８日

　　　　　　　　配当の原資　　　　　　　　　利益剰余金

 

　　　　　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　　３．株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年12月１日　至　平成28年８月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 投資運用事業 投資銀行事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 537,412 10,300,215 10,837,627 － 10,837,627

セグメント間の内部売上高

又は振替高
71,286 － 71,286 △71,286 －

計 608,698 10,300,215 10,908,914 △71,286 10,837,627

セグメント利益 382,870 2,817,002 3,199,873 △474,311 2,725,562

（注）１．セグメント利益の調整額△474,311千円は、未実現利益の調整額4,140千円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△478,451千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費等であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

 

　（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

 

　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年12月１日　至　平成29年８月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 投資運用事業 投資銀行事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 10,001 10,643,565 10,653,567 － 10,653,567

セグメント間の内部売上高

又は振替高
36,043 － 36,043 △36,043 －

計 46,045 10,643,565 10,689,611 △36,043 10,653,567

セグメント利益 772 2,371,231 2,372,004 △524,635 1,847,368

（注）１．セグメント利益の調整額△524,635千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

 

　（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

 

　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年12月１日
至　平成28年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年12月１日
至　平成29年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 98円93銭 76円95銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 1,396,781 1,078,176

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
1,396,781 1,078,176

普通株式の期中平均株式数（株） 14,118,880 14,011,738

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

２．当社は、平成29年７月14日開催の取締役会決議に基づき、平成29年９月１日付で普通株式１株につき２株の

株式分割を行っております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株

当たり四半期純利益金額を算定しております。
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（重要な後発事象）

（株式分割及び定款の一部変更）

　当社は、平成29年７月14日開催の取締役会に基づき、平成29年９月１日付で株式分割及び定款の一部変更を

行っております。

　１．株式分割及び定款の一部変更の目的

株式を分割することにより、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げ、投資家の皆様により一層投資

しやすい環境を整えることで、当社株式の流動性の向上及び投資家層の拡大を図ることを目的としており

ます。

２．分割の方法

平成29年８月31日（木曜日）を基準日として、同日の最終の株主名簿に記録された株主の所有する普通株

式１株につき、２株の割合をもって分割しております。

３．分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数　　：　7,222,500株

今回の分割により増加する株式数：　7,222,500株

株式分割後の発行済株式総数　　： 14,445,000株

株式分割後の発行可能株式総数　： 46,000,000株

４．株式分割の効力発生日

　　平成29年９月１日（金曜日）

５．１株当たり情報に及ぼす影響

「１株当たり情報」は当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算出しており、これに

よる影響については、当該個所に記載しております。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年10月12日

ファーストブラザーズ株式会社

取締役会　御中

 

清　友　監　査　法　人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　員久　　印

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 中村　佳央　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているファーストブラ

ザーズ株式会社の平成28年12月１日から平成29年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年６月

１日から平成29年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年12月１日から平成29年８月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ファーストブラザーズ株式会社及び連結子会社の平成29年８月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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